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１ 基本理念

教育を原動力とし、だれもが「住みたいまち三木市」を創る。

まちづくりは人づくりから始まる。少子・高齢化社会にあって、子どもを産み
育てやすいまちづくりを行うために、家庭・地域・学校が強く連携して、心身と
もに健康な、個性豊かで、自立心あふれる子どもを育む教育・保育を進める。
また、市民一人一人が、あらゆる機会に、あらゆる場所において学び、活かせ

る環境をつくり、文化・スポーツを愛し、生涯にわたって豊かな人生を送ること
ができるまち、住み続けたい三木市を創生する。

２ 基本目標

① 未来の三木市を担う子どもたちの「生きる力」を育む教育・保育の実現

② 市民だれもが生涯にわたって学び、活かせる「生涯学習」都市の実現

③ 心豊かで、明るく、活力ある、くらしやすい「文化、スポーツ」都市の実現
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３ 基本方針

Ⅰ ０歳から１５歳までの切れ目のな
い教育・保育の実施

○就学前教育・保育の充実 ・・ ４
○学校教育の充実 ・・ ５
○小中学校一貫教育の方針 ・・ ６

Ⅱ 少子化に対応した活力ある学校園
づくりの推進

○安全・安心な教育環境の整備 ・・ ８
○小中学校の統廃合を含めた適正
配置 ・・ ９

○教職員の資質・指導力の向上 ・・１０

Ⅲ 郷土愛や人間愛を育む教育の推進

○ふるさと三木を愛し誇りに思う
子どもの育成 ・・１２

○感謝や父母への敬愛などの心を
育む道徳教育の充実 ・・１３

○「人権尊重のまち三木」の担い
手を育てる人権教育の推進 ・・１４

Ⅳ グローバル人材を育成する教育の推進

○話せる英語教育の推進 ・・１６
○世界で活躍できる自立した子ども
の育成 ・・１７

○地元大学、企業と連携した次代の
地域産業を担う人材育成 ・・１８

Ⅴ まちづくりと連携した生涯学習、
文化スポーツの充実

○公民館を中心とした地域住民による
まちづくりのための学習の推進 ・・２０

○人権尊重の文化に根ざしたまちづく
りの推進 ・・２１

○歴史・美術の杜構想など歴史や文化、
芸術を活用したまちづくりの推進 ・・２２

○スポーツを活用したまちづくりの
推進 ・・２３
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Ⅰ ０歳から１５歳までの切れ目のない教育・保育

の実施
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民間主導型の認定こども園に移行し、一人一人の興味・関心に基づいた遊びや自然とのふれあいなどの

直接的・具体的な体験を通して、自尊感情や人とかかわる力など「生きる力の基礎」を育成します。

就学前教育・保育の理念

①質の高い就学前教育・保育を保障

②必要とするすべての子どもに教育・

保育を提供

③多様な教育・保育ニーズへの配慮

④小学校就学へのスムーズな連携

⑤在宅児童や保護者を支援する

子育て支援拠点

三木市共通カリキュラム
市独自の共通カリキュラムを策定するこ
とで、これまで公立や民間の幼稚園や
保育所（園）が行ってきた子どもたちの
自主性を育む「待ちの教育」や園生活
を通しての「異年齢集団での育ちあい」
などを継承し、自尊感情を持った心を
育てます。

・自立性 ・協調性 ・意欲
・ルールに気付く ・命を大切にする心

生きる力の基礎なめらかな接続にむけて
・小学校との連携
・施設間の相互理解

認定こども園
（幼稚園・保育所）

小学校

基本方針Ⅰ
０歳から１５歳までの切れ目のない
教育・保育の実施

就学前教育・保育の充実

・指導主事による巡回訪問
・第三者による評価・監査
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子ども一人一人の力を伸ばします

子どもたちに知・徳・体の調和がとれた「生きる力」を育む中で、自立して生涯にわたって夢や志の実現に努力
する力やふるさと三木に誇りを持ち、ふるさとを愛する心を培うため学校教育の充実を図ります。

確かな学力の向上
○グローバル化に対応した教育の推進
○小・中学校間連携の推進
○情報機器の整備と活用の推進

豊かな心の育成
○我が国や郷土の伝統と文化に関する教育の推進
○道徳教育、人権教育の推進
○体験活動の推進

健やかな体の育成
○体育・スポーツ活動の充実
○健康教育の充実
○食育の推進

特別支援教育の充実
○療育施設など関係機関との連携体制の強化
○適切な指導及び必要な支援の実施
○特別支援教育への理解・啓発の推進

学校の組織力向上

教職員の資質・指導力の
向上

開かれた学校づくりの
推進

安全安心な教育環境の
整備

基本方針Ⅰ
０歳から１５歳までの切れ目のない
教育・保育の実施

学校教育の充実
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現在推進している小中連携教育の成果と課題を踏まえ、小中一貫教育導入についての調査・研究を
行います。

○中１ギャップの解消 ○児童生徒の健やかな発達・成長 ○学力の向上
○不登校、問題行動等の減少 ○教職員の意識改革

中学校区小中連携教育推進委員会
各中学校区で、それぞれの実態にあった小中
連携教育を推進。

基本方針Ⅰ
０歳から１５歳までの切れ目のない
教育・保育の実施

小中学校一貫教育の方針

小中連携教育

連携

三木市小中連携教育推進専門委員会
各中学校区の取組を踏まえ、市の方向性を

協議・決定。

小中一貫教育

施設一体型
同一敷地内に小中を

一体的に設置

施設隣接型
小中を隣接して設置

施設分離型
小中が異なる地域に別々

に設置

現在推進中

調査・研究

・めざす子ども像の共有
・９年間の教育課程編成

・小中学校が情報交換や
交流を通して円滑な接
続をめざす



Ⅱ 少子化に対応した活力ある学校園づくりの推進
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子どもたちの命を守り、安全な環境の中で生活が送れるよう、ハード面では学校・園の耐震化
を早期に完了し、ソフト面では危機管理体制の確立や、安全教育、防災教育を実施するなど、
ハード、ソフト面で推進します。

基本方針Ⅱ
少子化に対応した活力ある学校園づくりの
推進

安全・安心な教育環境の整備

安全・安心な教育・保育環境の確保

「危機管理体制」の確立
○ 危険予測と危険回避能力の育成
○ 自然災害等への対応能力の育成

「安全教育」の推進
○ 実践的な防犯教室の推進
○ 交通安全教育の推進

「防災教育」の充実
○ 自らの命を守る能力の育成
○ 就学前施設・学校、家庭、地域と連携
した防災訓練の推進

就学前施設・学校施設の安全確保

○ 定期的な安全点検と危険箇所の修繕
○ 施設の「耐震化」の推進
・幼稚園舎の耐震化（H28までに）
・学校屋内運動場非構造部材の耐震化
（H29までに）

○ バリアフリー化の推進
○設備・備品の充実と適正管理
○老朽改修

ハード面 ソフト面
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児童生徒が集団の中で、多様な考えに触れ、認め合い、協力し合い、切磋琢磨することを通じ
て一人一人の資質や能力をのばしていくという学校の特質や地域の実態等を踏まえ、小中学校の
適正な配置をめざします。

統合する場合の例 統合しない場合の例（合同学習）

A小学校 B小学校

A小学校をB小学校へ統合。A
小学校の児童は、バスでB小
学校へ通学 小規模校

大人数で学習した方
が教育効果の高い内
容を合同で学習
例・・・音楽、体育、学
校行事、部活

小規模校

小規模校

小規模校

基本方針Ⅱ
少子化に対応した活力ある学校園づくりの
推進

小中学校の統廃合を含めた適正配置

統合する場合のメリット・デメリット
【メリット】
・社会性やコミュニケーション能力が高まる。
・多様な意見に触れる機会が増える。
・よい意味での競争が生まれ、向上心が高まる。
【デメリット】
・地域拠点がなくなり、地域の活力が低下する。
・通学に時間や費用がかかる。
・個に応じたきめ細かい指導の場面が少なくなる。

統合しない場合のメリット・デメリット
【メリット】
・地域づくりの拠点として学校の機能を継続できる。
・地域と連携した教育活動を行いやすい。
・個に応じたきめ細かい指導を多く実施できる。
【デメリット】
・移動時間のロスや移動手段の経費が発生する。
・学校の教育課程や時間割の編成が複雑になる。
・多様な考えに触れる機会が少ない。
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学校に対する要望が多様化・高度化する中で、保護者や地域の方々の期待に応えるべく、
ふるさと三木の教育に全力で取り組む情熱ある教職員を育成します。

○差別、いじめを許さない
○子ども一人一人に寄り添う
○子どもの自尊感情を育む

情熱ある教職員の育成

○教育センター専門研修講座
学級経営、授業力向上等
ニーズに応じた研修

○研究員制度
教員研究グループを組織し、
学校の実情に応じ、より深
い課題を追求

○金物ふれあい体験、三木音
頭など三木の伝統と文化を
子どもたちに伝承する「ふ
るさと学習」の推進

○ふるさと三木の歴史学習

基本方針Ⅱ
少子化に対応した活力ある学校園づくりの
推進

教職員の資質・指導力の向上

学び続ける教師

人権尊重のまちづくりの
担い手となる教師

ふるさと三木を誇れる教師



Ⅲ 郷土愛や人間愛を育む教育の推進
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生まれ育ったふるさと三木のくらしや歴史伝統文化について学び、郷土愛や誇りをはぐくみ、三木の将
来を担う子どもを育成する

○三木合戦をはじめ三木にまつわる歴
史学習を充実する。

○副読本「わたしたちの三木」を活用
し、三木市でのくらしや郷土の伝統
と文化を学ぶ。

○地産地消を進め、食育を通じて三木
に伝わる食文化を知る。

○三木市歌・三木音頭・新吉川音頭等
を学び伝承する。

○金物ふれあい体験等を通じて三木の
伝統産業に理解を深める。

○御坂サイフォンをはじめ地域に点在
する史跡を訪れ、理解を深める。

基本方針Ⅲ
郷土愛や人間愛を育む教育の推進

ふるさと三木を愛し誇りに思う子どもの育成

ふるさとを愛し、誇りに思い、将来、
自信を持って三木を語れる子どもの育成

三木に定住
三木を担う人材

伝承・体験活動の充実 くらし・歴史伝統文化を学ぶ
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道徳教育を充実させることにより、自分をとりまく人々への感謝や父母への敬愛などの「豊かな心」を持ち、
未来に向けて主体的に人生や社会を切り拓く人づくりの基盤としての道徳性を養います。

基本方針Ⅲ
郷土愛や人間愛を育む教育の推進

感謝や父母への敬愛などの心を育む道徳教育の充実

・思いやりに満ちた人間関係の構築
・体験活動を通した道徳性の育成

教育活動全体を通じて道徳性を養う

・本音が言えるクラスづくり
・道徳授業の充実
・外部人材や地域教材を活用した道徳教育
の推進

道徳の時間等における指導を充実する

・家庭や地域におけるあいさつの実践
・父母や地域の年長者を敬う心の育成
・地域社会でのルールを守る心の育成

家庭や地域における教育の充実

豊かな心の育成
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人権尊重の学校文化の創造

学校のすべての教育活動の中で人権教育を推進し、同和問題をはじめとするあらゆる差別をなくし、い
じめゼロをめざす「人権尊重のまち三木」の担い手となる児童生徒の育成を図ります。

自分の人権を守り、他者の人権を守るために行動する児童生徒

基本方針Ⅲ
郷土愛や人間愛を育む教育の推進

「人権尊重のまち三木」の担い手を育てる人権教
育の推進

・同和問題、子どもの課題、
外国人の課題、女性の課題、
障がい者の課題等の学習

・多くの褒められる体験や成
功体験

・年齢や性別、障がい、文化、
国籍など多様な立場や違
いの理解

・一人一人を大切にした学校
づくり、学級づくり、授業づく
り

人権課題に対する正し
い理解

自尊感情の育成

共生の心の育成

教職員の人権意識



Ⅳ グローバル人材を育成する教育の推進
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【平成27年度】(8月から実施)
１・２年（10時間）
３・４年（10時間）
５・６年（35時間）

＜めざす子ども像＞
次世代で活躍する、豊かな国際感覚・コミュニケーション能力の基礎を身につけた子どもの育成

活動内容
【１・２年】英語でお店体験をしたり、みんなで英語の歌

やゲーム等を楽しんだりする。
【３・４年】リズムに合わせて英単語に慣れ親しんだり、

あいさつや簡単な英会話を楽しんだりする。
【５・６年】短いお話の役割を簡単な英語で演じたり、自

分の気持ちや考えを伝え合ったりし、中学校
英語へとつなげる。

【平成28年度～】
１・２年（20時間）
３・４年（35時間）
５・６年（70時間）

授業や生活の中で、担任教員などがＡＬＴや市民登録ボランティアと連携を図りながら、新しい言語を急速に吸収できる
小学校低学年から「聞く」「話す」を中心とした英語教育に取り組み、あいさつなど簡単な会話や身近なことについて考え
や気持ちを英語で伝え合うことができることをめざします。

英語を聞こう！話そう！楽しもう！
～Let’s enjoy English together～

・ＡＬＴをさらに
２人増員予定

・ボランティアをさらに
30人増員予定

・ＡＬＴ
（H27年度：４人

うち３人を新規採用）
・英語が話せるボランティア
（30人程度登録予定）

担任教員
などを支援

基本方針Ⅳ
グローバル人材を育成する教育の推進

話せる英語教育の推進
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グローバル化に対応した
教育の推進

語学力やコミュニケーション能力を育むとともに、主体性や創造性をもって行動できるような
能力を育成する。また、郷土の歴史や伝統、文化を尊重するとともに、異文化に対する理解を深
め、国際社会に生きる日本人としての自覚を養う。

【ふるさと学習の充実】
○三木市歌・三木音頭・新
吉川音頭や「金物ふれあ
い体験」、三木合戦をは
じめ三木について学ぶ、
ふるさと学習の充実

○社会科等を通じ我が国や
郷土の伝統と文化や立場
を学び、日本人としての
誇りやアイデンティ
ティーを育成

【キャリア教育の充実】

○発達段階に応じ、教育活動

全体を通じたキャリア教育(※)

の充実

○学ぶこと、働くことの意義・

役割の理解と将来に向けた

キャリアプランニング能力

の育成

○社会人としての自覚、社会

参画への意欲・態度の育成

【コミュニケーション能力の育成】
○ＡＬＴや地域ボランティアとの英語を使った
交流

○小学校低学年からの「話せる英語教育」
の推進

○各教科及び特別活動等における、言語活動の
充実

【国際理解教育の推進】

○異なる文化や価値観の理解及び共生の心の

育成

○国際社会に貢献する態度の育成

○外国語活動、総合的な学習等における異文

化体験

基本方針Ⅳ
グローバル人材を育成する教育の推進

世界で活躍できる自立した子どもの育成

※一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育
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ふるさと教育やキャリア教育を推進することにより、明日の三木を切り拓き未来の地域産業を担う

人材を育成します。

ふるさと三木を愛し、三木に住み、働こうとする人材の育成

地元大学

○留学生の支援を得た国際理解
教育
○スクールパートナーシップによる
教員研修支援
○スクールサポーターによる学習
支援

地元企業

○人や社会とのかかわりを学ぶト
ライやる・ウィーク、 「トライやる」
アクション
○地域を学ぶ社会見学
○地元企業の協力を得て、三木
の産業の素晴らしさを紹介

基本方針Ⅳ
グローバル人材を育成する教育の推進

地元大学、企業と連携した次代の地域産業を

担う人材育成

人材育成の基盤としてのふるさと教育の推進
－ふるさと三木の伝統や文化についての理解を深め、郷土を愛する態度を育成－

三木音頭や「金物ふれあい体験」、三木合戦をはじめ、ふるさと三木の自然、人、歴史、
伝統・文化などについて学ぶ「ふるさと学習」の充実



Ⅴ まちづくりと連携した生涯教育、文化スポーツの

充実
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